
平成平成平成平成２２２２２２２２年度 第年度 第年度 第年度 第２２２２回回回回

徳島県後発医薬品適正使用協議会徳島県後発医薬品適正使用協議会徳島県後発医薬品適正使用協議会徳島県後発医薬品適正使用協議会

日 時 平成２３年２月３日（木）

午後１時３０分から

場 所 ホテル千秋閣

６階 鷹の間

－ 次 第 －

１ 開 会

２ 課長あいさつ

３ 議 事

（１）報告

・ジェネリック医薬品の使用促進に対する協会けんぽの

取組みについて

・徳島逓信病院の後発医薬品における現状と考察

・薬局への後発医薬品の使用状況に関する調査結果

（２）議題

・後発医薬品セミナーの開催について

・後発医薬品の製剤工夫に関する調査について

（３）その他

４ 閉 会

徳島県保健福祉部薬務課













発送数 200 施設

回収数 179 施設

回収率 89.5 ％

問１ 平成２２年９月の受付処方せん回数

①
167,451

②
32,891

③
30,448

④
68,165

⑤
7,181

%

受付処方せん回数のうちすべて変更不可の割合
③／① 18.2

②－③／① 1.5

⑤／①－③ 5.2

⑤／① 4.3

④／① 40.7

問２ 平成２２年９月の後発医薬品の調剤数量の割合

施設数 割合(%)
３０％以上 30 16.8
２５％以上３０％未満 16 8.9
２０％以上２５％未満 26 14.5
２０％未満 104 58.1
わからない 3 1.7
合計 179 100.0

平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度　　　　薬局薬局薬局薬局へのへのへのへの後発医薬品後発医薬品後発医薬品後発医薬品のののの使用状況使用状況使用状況使用状況にににに関関関関するするするする調査結果調査結果調査結果調査結果

すべての処方せん受付回数

そのうち、「後発医薬品へ全て変更不可」の処方せん受付回数

受付処方せん回数のうち後発医薬品を調剤した割合

全てあるいは一部の医薬品について後発医薬品への変更不可
との医師の記載がある処方せん受付回数

受付処方せん回数のうち後発医薬品へ変更して調剤し
た割合

１品目でも後発医薬品を調剤した処方せん受付回数（医師が後
発医薬品を記載していた場合も含む）
そのうち、後発医薬品へ変更調剤した処方せん受付回数（含量
違い、類似した別剤形への変更も含む）

受付処方せん回数のうち一部変更不可の割合

変更可能な受付処方せん回数のうち後発医薬品へ変更
して調剤した割合

問２　平成22年9月の後発医薬品の調剤数量の割合
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わからない

２０％未満

２０％以上２５％未満

２５％以上３０％未満

３０％以上



問３ 平成２２年３月まで後発医薬品調剤体制加算（４点）の届出を行っていたか。

施設数 割合(%)
届出あり 112 62.6
届出なし 67 37.4

合計 179 100.0

問４

施設数 割合(%)
加算１（数量割合２０％以上） 21 18.8
加算２（数量割合２５％以上） 14 12.5
加算３（数量割合３０％以上） 23 20.5
届出はしていない 54 48.2
合計 112 100.0

問５ 後発医薬品の使用割合は、昨年と比べて増えたか。

施設数 割合(%)
かなり増えた 45 25.1
少し増えた 95 53.1
ほとんど変わらない 32 17.9
減った 2 1.1
わからない 5 2.8
合計 179 100.0

問３で「届出あり」と答えた方で、平成２２年９月時点で、後発医薬品調剤体制加
算の届出を行っているか。

問５　後発医薬品の使用割合は昨年と比べて増えたか。

減った
1.1%

ほとんど変わら
ない　17.9%
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問３、問４　後発医薬品調剤体制加算

届出あり

62.6%
届出なし

37.4%
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問６ 後発医薬品の使用促進に積極的に取り組んでいるか。

施設数 割合(%)
積極的に取り組んでいる 66 36.9
一応取り組んでいる 98 54.7
あまり取り組んでいない 15 8.4
その他 0 0.0
合計 179 100.0

問７ 発注した後発医薬品は数年前と比べて速やかに納品されているか。

施設数 割合(%)
速やかに納品されている 107 59.7
変わらない 59 33.0
その他 13 7.3

合計 179 100.0

・多くは翌日に納品されるが、商品により３～７日
　かかることもある。

・メーカーによる。

・新規で発注した薬品の納入は遅い。
・少し早くなっている。
・品物によっては在庫不足で遅れる場合がある。

問７　後発医薬品は数年前と比べて速やかに
　　　 納品されているか。

変わらない
33.0%

その他
7.3%

速やかに納品
されている
59.7%

問６　後発医薬品の使用促進に積極的に取り組んでいるか。

一応取り組んで
いる　　　54.7%

積極的に取り組
んでいる　36.9%

あまり取り組んで
いない　　8.4%



問８ 後発医薬品に関する情報は、数年前と比べて得やすくなったと思うか。

施設数 割合(%)
思う 132 73.8
思わない 43 24.0
その他 4 2.2

合計 179 100.0

・メーカーにより差がある。
・あまり変わらない。

問８　後発医薬品に関する情報は、数年前と比べて
　　　 得やすくなったか。

思う
73.8%

思わない
24.0%

その他
2.2%



（２枚）後発医薬品後発医薬品後発医薬品後発医薬品のののの使用使用使用使用にににに関関関関するするするする調査用紙調査用紙調査用紙調査用紙
平成２２年９月時点調査

薬局名

記入者氏名

電話番号

番号FAX

問１ 貴薬局で、平成２２年９月に受け付けた処方せんについて記入してください。

内 容 処方せん回数

① すべての処方せん受付回数

全全全全てあるいはてあるいはてあるいはてあるいは一部 変更不一部 変更不一部 変更不一部 変更不② の医薬品について後発医薬品への

ある処方せん受付回数可可可可とのとのとのとの医師医師医師医師のののの記載記載記載記載がががが

③ ②のうち 「後発医薬品へ 変更不可」の処方せん受、 全全全全てててて

付回数

④ １品目でも後発医薬品を調剤した処方せん受付回数

（医師が後発医薬品を記載していた場合も含む ）。

⑤ ④のうち、後発医薬品へ した処方せん受付回数変更調剤変更調剤変更調剤変更調剤

（含量違い、類似した別剤形への変更も含む）

問２ 貴薬局における、平成２２年９月の後発医薬品の調剤 の割合は何％でしたか。数量数量数量数量

１ （ ）％

２ わからない

問３ 平成２２年３月まで後発医薬品調剤体制加算（ ）の届出を行っていましたか。４４４４点点点点

１ はい

２ いいえ

問４ 問３で「はい」と答えた方にお聞きします。

後発医薬品調剤体制加算の基準が改正されましたが、平成２２年９月時点で後発

医薬品調剤体制加算の届出を行っていますか。

１ 後発医薬品調剤体制加算 を届出ている。１１１１((((数量割合２０％以上)

２ 後発医薬品調剤体制加算 を届出ている。２２２２（数量割合２５％以上）

３ 後発医薬品調剤体制加算 を届出ている。３３３３（数量割合３０％以上）

４ 届出はしていない



問５ 貴薬局での後発医薬品の使用割合は、昨年と比べて増えましたか。

１ かなり増えた

２ 少し増えた

３ ほとんど変わらない

４ 減った

５ わからない

問６ 貴薬局では後発医薬品の使用促進に積極的に取り組んでいますか。

１ 積極的に取り組んでいる

２ 一応取り組んでいる

３ あまり取り組んでいない

４ その他（ ）

問７ 発注した後発医薬品は、数年前と比べて速やかに納品されていますか。

１ 速やかに納品されている

２ 変わらない

３ その他（ ）

問８ 後発医薬品に関する情報は、数年前と比べて得やすくなったと思いますか。

１ 思う

２ 思わない

３ その他（ ）

御協力ありがとうございました。



後発医薬品後発医薬品後発医薬品後発医薬品セミナーセミナーセミナーセミナーのののの開催開催開催開催についてについてについてについて

１ 目的

平成２１年度に、後発医薬品の使用状況に関する現状把握のため、県内医療機関、薬

局及び県民へのアンケート調査を実施した。

その調査結果から、やはり多くの医療関係者は、後発医薬品の品質、供給体制、情報

提供が十分でないと感じており、後発医薬品に対する信頼性が高くないということが明

らかとなった。

そこで、後発医薬品の品質の現状について理解を深めていただくため、医療関係者を

対象とした講演会(後発医薬品セミナー）を開催する。

２ 後発医薬品セミナー

◇ 日 時 平成２３年３月１７日（木） 午後７時から午後８時３０分まで

◇ 会 場 徳島東急イン ６階 阿波

（徳島市元町１－２４ 電話 ）088-626-0109

◇ 講 師 国立医薬品食品衛生研究所薬品部 第一室長

四方田 千佳子（よもた ちかこ）氏

◇ 演 題 「後発医薬品の品質を巡る動き」

◇ 対象者 医療関係者等 （医師、歯科医師、薬剤師、製薬企業関係者、薬学生）

◇ 定 員 約１５０人

◇ 申し込み方法 メール、ファクシミリによる事前申し込み

講師紹介

四方田 千佳子 氏

京都大学大学院薬学研究科修士課程修了後、国立衛生研究所（現国立医薬品食品

） 、 、 、 、衛生研究所 に入所され 薬品試験部第一室長 食品添加物第一室長を経て 現在

薬品部第一室長

(後発医薬品関係) ジェネリック医薬品品質情報検討会（技術関係の事務局）

後発医薬品等の同等性ガイドライン検討委員会

日本ジェネリック医薬品学会理事

３ その他

（１）本セミナーは、同日に開催する徳島県薬剤師会会員向け認定研修会のなかの

第一部として開催する。

（２）ちらし配布先

徳島県薬剤師会会員、徳島県病院薬剤師会研修会会場

徳島県医師会会員、徳島県歯科医師会会員 など







（案）後発医薬品後発医薬品後発医薬品後発医薬品セミナーセミナーセミナーセミナー アンケートアンケートアンケートアンケート

アンケートに御協力ください。該当するものに○をつけてください。

： ・２０代 ・３０代 ・４０代 ・５０代 ・６０代 ・７０代以上年令年令年令年令

： ・男 ・女性別性別性別性別

： ・ 医師 ・歯科医師 ・薬剤師 ・薬学生：学年( )年生職業職業職業職業
・その他（ ）

問問問問１１１１ 後発医薬品後発医薬品後発医薬品後発医薬品についてのについてのについてのについての講演会講演会講演会講演会にににに参加参加参加参加したのはしたのはしたのはしたのは初初初初めてですかめてですかめてですかめてですか。。。。

・ はい
・ いいえ → これまでに（ ）回くらい参加したことがある。

問問問問２２２２ このこのこのこの講演講演講演講演をををを聴聴聴聴くくくく前前前前、、、、後発医薬品後発医薬品後発医薬品後発医薬品のののの品質品質品質品質についてどのようにについてどのようにについてどのようにについてどのように感感感感じていましたかじていましたかじていましたかじていましたか。。。。

・ 信頼できない ・ 信頼できる ・特にない

問問問問３３３３ 問問問問２２２２でででで「「「「信頼信頼信頼信頼できないできないできないできない」」」」とととと答答答答えたえたえたえた方方方方におききしますにおききしますにおききしますにおききします。。。。
講演講演講演講演をををを聴聴聴聴いていていていて、、、、後発医薬品後発医薬品後発医薬品後発医薬品のののの品質品質品質品質についてのについてのについてのについての信頼性信頼性信頼性信頼性はははは高高高高くなりましたかくなりましたかくなりましたかくなりましたか。。。。

・ 信頼できるようになった。 ・ 少し信頼できるようになった
・ 変わらない ・ ますます信頼できなくなった

問問問問４４４４ 今後今後今後今後もこのようなもこのようなもこのようなもこのような後発医薬品後発医薬品後発医薬品後発医薬品にににに関関関関するするするする講演会講演会講演会講演会があればがあればがあればがあれば参加参加参加参加したいとしたいとしたいとしたいと思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。

・ 思う ・ 思わない ・ わからない

問問問問５５５５ 今後今後今後今後、、、、後発医薬品後発医薬品後発医薬品後発医薬品にににに関関関関するどのようなするどのようなするどのようなするどのような内容内容内容内容のののの講演会講演会講演会講演会をををを開催開催開催開催してしてしてして欲欲欲欲しいですかしいですかしいですかしいですか。。。。
（複数回答可）

・ 後発医薬品の品質に関するさらに詳しい内容について

・ 後発医薬品の使用に取り組んでいる医師の話

・ 〃 薬剤師（病院）の話

・ 〃 薬剤師（薬局）の話

・ 後発医薬品メーカーの取り組みについて

・ 保険者の取り組みについて

・ 国及び県の取り組みについて

・ その他（ ）

問問問問６６６６ このこのこのこの講演会講演会講演会講演会についてのについてのについてのについての感想感想感想感想、、、、御意見等御意見等御意見等御意見等をごをごをごをご自由自由自由自由におにおにおにお書書書書きくださいきくださいきくださいきください。。。。

ありがとうございました。


